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ポスター発表 コアタイム 9 月 21 日（土）17:15-18:15 

ポスター閲覧 9 月 21 日（土）12:30-9 月 22 日（日）14:30 

医学部教育研究棟 13 階 第 6 セミナー室（Ｃ会場） 
 
 
患者－医療従事者間コミュニケーション 

P-01 皮膚疾患患にとって内服薬と外用薬ではどちら

の使用法が難解か－アンケート調査による検討 

倉繁祐太 TMGあさか医療センター 

P-02 医師と生活者の双方向コミュニケーション構築に

むけての施策 

篠原愛 東北大学医学部広報室 

P-03 在宅生活を送る医療的ケアを有する重症希少

疾患児に対するICT を活用した遠隔支援の効果 

佐々木千穂 熊本保健科学大学 

P-04 疾患当事者-研究者間のコミュニケーション創出

に向けた探索的な場作りと、その課題：再生医

療を中心に 

和田濱裕之 京都大学 iPS 細胞研究

所 

P-05 自閉スペクトラム症をめぐる科学を題材とする疾

患当事者間ならびに研究者との対話の試み 

東島仁 山口大学国際総合科学

部 

P-06 当事者が患者会を立ち上げる際の内的変化の

プロセス-グラウンデッド・セオリー・アプローチに

よる分析- 

長田武士 慶應義塾大学大学院 

健康マネジメント研究科 

P-07 文献検討による精神科訪問看護におけるコミュ

ニケーションプロセス・看護ケアへの反映のプロ

セスに影響する因子の抽出  

石富千瑞 京都大学大学院医学研

究科社会健康医学系専

攻医学コミュニケーショ

ン学分野  

P-08 精神科長期入院患者を取り巻く医療環境(組織

風土)における精神科病棟看護職の想いについ

ての探索 

野崎裕之 大東文化大学スポーツ・

健康科学部看護学科 

P-09 在宅高齢者の薬物療法における服薬アドヒアラ

ンスとヘルスリテラシー、医師とのコミュニケーシ

ョンの関連 

上野治香 東京大学大学院医学系

研究科医療コミュニケー

ション学 

P-10 慢性疾患を持つ高齢者におけるアドバンス・ケ

ア・プランニングのプロセスを促進する因子 

岡田宏子 東京大学大学院医学系

研究科医療コミュニケー

ション学 
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メディアコミュニケーション 

P-11 子宮頸がんワクチンに関する新聞報道の内容

分析 

舟木友美 摂南大学看護学部 

P-12 ソーシャルネットワークを活用した「ワクチン」関

連の医療情報引用の実態調査 

可知健太 一般社団法人メディカル

ジャーナリズム勉強会 

P-13 就学前児の保護者を対象とした子育て教育教

材の開発―主体的学習とネットワークの視点から  

伊藤純子 聖隷クリストファー大学 

P-14 健康情報の読み解き方に関する一般成人向け

e ラーニング教材の学習効果の評価（知識に関

する指標の作成） 

北澤京子 京都薬科大学 

P-15 テレビ健康バラエティ番組における科学的根拠

の提示 

加藤美生 帝京大学大学院 

公衆衛生学研究科 

P-16 WEB 上 Q&A サービスへの投稿質問を用いた認

知症介護者の情報ニーズの探索的分析 

小沢彩歌 滋賀医科大学 

公衆衛生看護学講座 

P-17 特定健診・特定保健指導の分かりやすい勧奨通

知物作成に向けた支援と研修の実践 

小川留奈 帝京大学大学院 

公衆衛生学研究科 

P-18 日本の理学療法雑誌におけるシステマティック

レビューの報告の質：文献調査  

有家尚志 国際医療福祉大学福岡

保健医療学部理学療法

学科 

 

コミュニケーション教育 

P-19 視線解析を用いた救急医療インタラクションのマ

ルチモーダル分析：メンバーの促し行為とリーダ

ーの指示行為 

土屋慶子 横浜市立大学  

都市社会文化研究科 

P-20 大学生のピアピアエデュケーションを用いた 

放射線リスクコミュニケーションプログラムの開発 

山岸貴子 帝京大学医療技術学部

看護学科 

P-21 「患者の語り」を活用した医学生に対する共感教

育の効果：授業前後と 7 か月後の検討 

香川由美 東京大学大学院医学系

研究科医療コミュニケー

ション学 

P-22 看護学生の対人関係とコミュニケーションに関す

る文献レビュー 

村田ひとみ 大東文化大学スポーツ・

健康科学部看護学科 

P-23 ビデオレビューを用いたコミュニケーション教育

手法のワークショップ 〜Calgary Cambridge 

Guide 日本語訳を用いて〜 

金澤剛志 九州大学大学院医学系

学府医学教育学講座 
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地域保健 

P-24 地方都市に暮らす前期高齢者のソーシャルキャ

ピタルとメンタルヘルスの関連 

藤尾つぐみ 慶應義塾大学大学院 

健康マネジメント研究科 

P-25 ヘルスコミュニケーションの場としての公共図書

館の可能性：都道府県立図書館における医療

健康情報提供 

佐藤正惠 千葉県済生会習志野病

院 

 

職域保健 

P-26 乳がん治療と仕事の両立のための患者・職場間

コミュニケーション 

榊原圭子 東洋大学社会学部 

P-27 日本の従業員におけるヘルスリテラシーと心の

健康、職業性ストレス因子との関連 

後藤英子 東京大学大学院医学系

研究科医療コミュニケー

ション学 

 

異文化コミュニケーション 

P-28 地域在宅ケアにおける異言語・異文化背景を持

つ人へのヘルスリテラシー支援への課題 

相原洋子 神戸学院大学 

P-29 医療英会話テキストからみる外国人患者とのコ

ミュニケーション 

服部渓子 日本医療科学大学 

P-30 タイ医学ゼミナールから学生たちは何を学んだ

か：医療コミュニケーション教育への示唆  

河井孝夫 東京大学医学部医学科 

P-31 診療場面ヴィニエットを用いた主治医への信頼・満足

の測定：心理受診の勧め・関係スタイルに着目して 

本間三恵子 埼玉県立大学健康開発

学科健康行動科学専攻 

 

がんコミュニケーション 

P-32 AYA 世代でのがん罹患者に向けたがん情報提

供の実態 

高橋朋子 国立がん研究センター

がん対策情報センター

がん情報提供部 

P-33 AYA 世代がん経験者の新規就労における課題

と展望―病気開示に着目して― 

藤井さやか 慶應義塾大学大学院 

健康マネジメント研究科 

P-34 がん治療に伴う症状に関する患者向け情報に

おける効果的なイラストの活用方法に関するイ

ンタビュー調査 

早川雅代 国立がん研究センター

がん対策情報センター

がん情報提供部 

P-35 医療資源の乏しい地域におけるがんピアサポー

ター養成プログラムの実施と評価（実践報告） 

五十嵐真実 慶應義塾大学先端生命

科学研究所「からだ館」 
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P-36 患者・市民参画(PPI)を目的とした肺がん患者会

における患者・市民―研究者間コミュニケ―ショ

ンの実践報告 

齋藤宏子 帝京大学大学院 

公衆衛生学研究科 

P-37 がん医療で使われる用語に対し市民が抱いて

いるイメージに関する研究 

横田理恵 東京大学大学院医学系

研究科医療コミュニケー

ション学 

P-38 がん相談支援センター利用者の患者中心のコミ

ュニケーションの評価に関する検討 

高山智子 国立がん研究センター

がん対策情報センター

がん情報提供部 
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P-01 

皮膚疾患患にとって内服薬と外用薬ではどちらの使用法が難解か

－アンケート調査による検討 

  

TMG  

 

 

188 2

/ 64 /65

/

 

68.6%129

55.0%71 45.0%58

64 52.7%68 65 47.3%61

51.9%67 48.1%62

64 51.5%65 56.9% 50%

58.1% 65

62.5% 64 37.0% p<0.05  
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P-02 

医師と生活者の双方向コミュニケーション構築にむけての施策 

 

 

 

 

 

 

29

 

 

 

/  

 

/  
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TBS
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P-03 

在宅生活を送る医療的ケアを有する重症希少疾患児に対する ICT

を活用した遠隔支援の効果 

      

     
        

 

SMA

ICT

SNS  

 

SMA

SNS

 

 

2011 4 2019 6 SMA

 

 

ICT

SNS

 

 

SNS
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P-04 

疾患当事者-研究者間のコミュニケーション創出に向けた探索的な

場作りと、その課題：再生医療を中心に 

1)  2)   

1) iPS   2  

 

 

 

 

 

 

 

 

3

1,2

iPS iPS

3.5

1 1 2,3

iPS
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P-05 

自閉スペクトラム症をめぐる科学を題材とする疾患当事者間なら

びに研究者との対話の試み 

1) 2)  3)  4)  5)   

1)   2 iPS  3)

 4)  5)

  
 

 

 

 

 

 

 

 

2017 3

4 4

SNS
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P-06 

当事者が患者会を立ち上げる際の内的変化のプロセス 

-グラウンデッド・セオリー・アプローチによる分析- 

1)  2) 

1)  2)  

 

 

 

 

 

5

 

 

 

12

4 A 2016

 B 2015 C 2017

D 2015
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P-07 

文献検討による精神科訪問看護におけるコミュニケーションプロ

セス・看護ケアへの反映のプロセスに影響する因子の抽出  

1)   )   

1) 

  

 

 

Web of Science

Excel
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P-08 

精神科長期入院患者を取り巻く医療環境(組織風土)における精神

科病棟看護職の想いについての探索 

     

 

1

 

 

2016 4

2017 3 2

27

 

29 20 9 43.38 

17 12

45  
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P-09 

在宅高齢者の薬物療法における服薬アドヒアランスとヘル

スリテラシー、医師とのコミュニケーションの関連 

1) 2) 2) 1)  1) 1) 

1)      

2    

 

 

 

65 500

 

73.7 47.2%
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P-10 

慢性疾患を持つ高齢者におけるアドバンス・ケア・プランニング 

プロセスの促進に関連する因子の検討 

 1)  1) 1) 1)  

1)       

 

(ACP) -

 

 

 

 

2018 6

Web

ACP (ACP ) ACP

 

 

200 200

70.6 SD3.5 90.5%

39% ACP

ACP

 

 

ACP

ACP
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P-11 

子宮頸がんワクチンに関する新聞報道の内容分析 

 1),2    2)   

1)   2  

 6 7

2009

 

 

 

 

 

 1986

and

 

 

 665 673 2010

229 206 1179

2013 6 15

 

 

 2013

2013 6
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P-12 

ソーシャルネットワークを活用した「 ワクチン」関連の医療情報引

用の実態調査 

1)2) 1)3) 1)5) 1)6) 1)7)

1) ) 1)4) 1)9 1)10) 1)11)
 

1) 2) H

5) 6) Brandenburg 

Heart Center 7) 8) 9 10

11  

 

SNS

SNS

Twitter

false true

Facebook

 

Twitter Facebook SNS

 

 

2018 7 2019 6

Twitter Facebook

 

 

Twitter Facebook

BuzzSumohttps://buzzsumo.com/ Twitter Facebook

URL CSV

100
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P-13 

就学前児の保護者を対象とした子育て教育教材の開発―主体的学

習とネットワークの視点から  

1)  2)   

1)   2  

健康を決定する因子であるヘルスリテラシーの向上には，子ども期からの教育が

重要である．望ましい生活習慣の確立には家庭教育力が求められる一方，核家族化や生

活様式の多様化による家庭教育力の低下が懸念される．家庭教育力の格差は子どもの健

康状態や不適切な養育として顕れるため，学習機会及び意欲の低い保護者を対象とした

教育戦略が必要である． 健康に関する学習機会への参加意欲の低い保護者層に焦

点を当て，ネットワーク構築を目的とした子育て教育教材の開発と評価を行う． 

保育園在園中の児の保護者を対象とした．本教材は，対象者間のネットワーク構

築の促進目的とした，子育てに関するよくある事象を記したすごろくである．Ａ市子育

て支援関連部署との協働により，市内の公立保育園 2 園，延べ 93 人の保護者を対象に

家庭教育講座の一部で使用し，実施後には，自記式の質問紙調査を実施した．倫理的配

慮として所属大学倫理委員会の承認を得た方法（No.18014）を遵守し，研究対象者の権

利擁護を講じた． 

98

. 

参加者の評価は高く一定の効果を得たと考える．しかし，実施直後の単純調査で

あり 

包装効果の影響を除外できていない．今後は本事業以外にも広く子育て支援場面で活用

可能なツールとして一般化をめざしたいと考える． 

COI  
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P-14 

健康情報の読み解き方に関する一般成人向け eラーニング教材の

学習効果の評価（知識に関する指標の作成） 

1)  2)  2)  3)  

1)   2   3

 

Evidence- based MedicineEBM

e 18

 

 

EBM

EBM

EBM  

4

4

18

N 14 EBM N=12
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P-15 

テレビ健康バラエティ番組における科学的根拠の提示 

1)  1)  2   2)  2)  

1)   2  

 

 

 

 

 

NHK 19 30 20 00 THE

TBS 19 00 20 00

19 00 21 48  

 

3

1  

 

 

 

 

29
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P-16 

WEB上Q&Aサービスへ投稿質問を用いた認知症介護に関する介

護者の情報ニーズの探索的分析「 

 1)  1)    1)   

1)   2

 3  

 

 (BPSD)

Web

 

 

Web Q&A Yahoo!

 

 

 Linear SVC Yahoo! 2013 2018

3527 ipadic- NEologd

MeCab0.996 18516 Word2vec

UMAP Embedding Projector

 

 

[BPSD ( ) (

) ( )] 3

BPSD :[ , , , , , ] [ ,

, , , , ] [ , , , , , ] [

, , , , ]   

 

 

BPSD ( )

( )

Web  (797/800 ) 
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P-17 

特定健診・特定保健指導の分かりやすい勧奨通知物作成に向けた 

支援と研修の実践 

 1)   1)   1)   1)   1)   

1)  

 

 

 

 

 

SAM Suitability Assessment of 

Materials  

 

2 15

55 2  

 38 51

19 37 50 98

23 46 50 98  

 SAM
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P-18 

日本の理学療法雑誌におけるシステマティックレビューの報告の

質：文献調査  

 1)   2)  

1)   2

 

 

SR

SR  

 

SR  

 

J- STAGE 2

2018 12

24 SR

PRISMA 

checklist 27 0

 

 

13 SR 12.5 46

#3

#2 #23  

 

SR

2

2

COI  

 

  



83 

 

P-19 

視線解析を用いた救急医療インタラクションのマルチモーダル分

析：メンバーの促し行為とリーダーの指示行為 

1)   1)  2)  3)  3)  4)  

1)   2  3  

   4  

 

 

cf. Henneman et al., 2017  

 

projective pair adjacency 

pair Clark, 

2012

 

 

20  (

)

 

 

 

 

 

 



84 

 

P-20 

大学生のピアピアエデュケーションを用いた 

放射線リスクコミュニケーションプログラムの開発 

 

 

 

 

 

 

 

ᵑ

ᵒ

1 60 90

 

 

10 8
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P-21 

 患者の語り」を活用した医学生に対する共感教育の効果： 

授業前後と7か月後の検討 

1)  2)  3)  1) 1) 1) 
1) 

1)   

2   

3    

 

 

7  

 4

30

7 3

44 53.7 "Jefferson Scale of Empathy-

Student Version" JSE- S 3 JSE- S

 

 JSE- S

(p .001) .32 7

115.2

7 JSE- S

7 JSE- S
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P-22 

看護学生の対人関係とコミュニケーションに関する文献レビュー 

1)  1)  1)  1) 

1)  

2006

3 12

5

1

2

 

 

Web CiNii

 

17

(8 )

(8 ) (1 )
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P-23 

ビデオレビューを用いたコミュニケーション教育手法のワークシ

ョップ 〜Calgary「Cambridge「Guide日本語訳を用いて〜 

   

 

1990 OSCE

 

 

 

ACP Japan Chapter2019 RaTs Clinical Communication Skills

Calgary Cambridge Guide

 

90%

 

OSCE  
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P-24 

地方都市に暮らす前期高齢者のソーシャルキャピタルとメンタル

ヘルスの関連 

1)  2)  3)  1,2)  1,4) 

1)   2)   3)

  4  

 

 

SC

SC

SCは地域や性別によって特徴が異なることが予想される

SC

 

 

 2012

65 74 4009 49.0%

K6 6 0 4 5

SC 7 6

1 2 4 2

SC
2  

 

 513 26.1% 653 32.0%

 44.8% 62.4% 2

SC

 OR=1.9

OR=1.9 OR=1.4 OR=1.5

SC
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P-25 

ヘルスコミュニケーションの場としての公共図書館の可能性「：都道

府県立図書館における医療健康情報提供 

1) 3)  2) 3)  3)   

1)   2   3  

 

 

 

 

 47 20  

 

2019 5 7  2017 6 12  

 100 n=67

Web 3

2 3%

36 (58 )
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P-26 

乳がん治療と仕事の両立のための患者「・職場間コミュニケーション 

 1)   2)   3)   

1)   2     

3    

 

53% 2014

 

 

 

 

2018 5 2019 6

9 6

Creswell (2015)
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P-27 

日本の従業員におけるヘルスリテラシーと心の健康、職業性ストレ

ス因子との関連「 

1) 2) 1) 1)  1) 1)  

1)      

2     

 

 

 

 

 

5236

BMI

 

 

5236 2914 3.39 SD=0.62
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P-28 

地域在宅ケアにおける異言語「・異文化背景を持つ人へのヘルスリテ

ラシー支援への課題 

1)  2)  

1)   2  

 

 

 

 

 

20

 

 

25 8

9
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P-29 

医療英会話テキストからみる外国人患者とのコミュニケーション 

    

 

 

 250

 

 

 

 

 

Amazon 196

2015

 

 

 5 A B C D

E B C

A E

D

E  

 

 

 

  



94 

 

P-30 

タイ医学ゼミナールから学生たちは何を学んだか「：医療コミュニケ

ーション教育への示唆  

1)  2)  3)4)   

1)   2

 3 Chulalongkorn Center of Excellence for Parkinson's 

Disease & Related Disorders, Department of Medicine, Faculty of Medicine, 

Chulalongkorn University and King Chulalongkorn Memorial Hospital, Thai Red Cross 

Society, Thailand  4) Wat Pho Thai Traditional Medical School, Thailand 

 

 

1₩2 33 4 23

26

 

19 4

4

 

 

  



95 

 

P-31 

診療場面ヴィニエットを用いた主治医への信頼「・満足の測定「：心理

受診の勧め・関係スタイルに着目して 

  

   

 

 

 

FM

 

 

1 143

2 117 3 648 3

2 3

6

Trust in Physician Scale The 

Patient Satisfaction Consultation Questionnaire  

 

1)

vs vs

)

vs vs
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P-32 

AYA世代でのがん罹患者に向けたがん情報提供の実態 

 1)  1)   1) 2)  

1)  

2)  

 

AYA

 

 

AYA

 

 

2017 11 3 Web 15- 39

20

4

45

 

 

31

AYA AYA AYA

11 6

3.4 /

4.0 /

AYA

 

 

AYA

AYA
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P-33 

AYA世代がん経験者の新規就労における課題と展望  

―病気開示に着目して― 

1)  2) 

1)   2)  

 

AYA 15 39

3

AYA

AYA

 

AYA

 

 

2 1

15 25

5

 

 

5

AYA
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P-34 

がん治療に伴う症状に関する患者向け情報における効果的なイラ

ストの活用方法に関するインタビュー調査 

 1)  2)  1)   1) 

1)     

2    
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2000

3 20

2

 

30 / /

/

(8

) (9 )

 

/
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P-35 

医療資源の乏しい地域におけるがんピアサポーター養成 

プログラムの実施と評価（実践報告） 

1)  1)  1)  1)  1, 2)   

1)   2  

 

2018 2019

 

 

DVD

 

 

2018 3 70

11
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P-36 

患者・市民参画(PPI)を目的とした肺がん患者会における 

患者・市民―研究者間コミュニケ―ションの実践報告 

   

   

  

PPI 3

2018

 

 

James,E.2012

2018 9 9

 

 

25 13
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P-37 

がん医療で使われる用語に対し市民が抱いているイメージに関す

る研究 

1)  2) 3  1) 1  1   

2  1  

1)   2

  3

  

 

 

 

 3

 

 

2,200 Web

3

2
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P-38 

患者中心のコミュニケーション評価項目の信頼性および妥当性の

検討〜がん相談支援センター利用者を対象に〜 

 1)  1)  1)  2)   3)  
4)  5) 

1)    

2)  

3)   

4)  

5)  

 

Street

PCC  

2018 7 5 7

2 PCC PCC

12

347 106 30.5%

 

PCC 16 46.4 range: 16- 64

=0.99

12

r=0.57

r=0.44 r=0.41  

PCC

 

 

 

 


